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震災後のいわき市の子どもの発達状況
―いわき市と静岡市の年長児の比較から―

鈴木美枝子（いわき短期大学）

キーワード：東日本大震災，発達， –

目 的

いわき市から，東日本大震災の影響についての

報告は少ない。しかし，保育者は「震災後，発達

障害の行動特徴を示す子どもが増えているように

思う」と訴える。このことは，いわき市の地域の

問題なのか，全国的な傾向であるかも明らかにさ

れていない。

そこで，本研究では，東日本大震災後のいわき

市の年長児（５，６歳）を対象に子どもの発達状

況を明らかにするために，静岡市の保育園，幼稚

園，認定こども園に在籍する年長児を対象に，日

本版 ‐ （ ）

対人応答尺度幼児版を利用して比較検討を行うこ

とを目的とする。

倫理的配慮

研究を遂行するにあたり，いわき短期大学倫理

委員会の承認を得た。

方 法

対象児：いわき市と静岡市の対象児は以下の通り

である。

対象者の構成 （単位：人数）

男児 女児 合計

いわき市

静岡市

検査バッテリー及び手続き：日本語版 SRS‐2 対人

応答尺度の実施手続きは，SRS‐2 マニュアル

に従い，採点ワークシートの記入方法を説

明し，各園の年長児担当及び主任保育者に記入を

依頼した。

‐2 とは， に

より開発された ：

（対人応答性尺度）の改訂版である。日本語版

は， 年に神尾らによって作成された。子ども

の にかかわらず，自閉症的特性を定量化して

把握することができ，自閉症スペクトラム障害・

自閉症スペクトラム症の簡便なスクリー二ング尺

度としての有用性や，臨床域となるケースの対人

的障害を敏感にとらえ得る可能性が示されている。

分析方法：いわき市と静岡市の行動特徴を比較す

るために，個々の採点ワークシートの下位尺度の

粗点を求め，SRS‐2 合計粗点を算出した。マニュ

アルにある幼児版尺度換算表を利用し総合 得点

を求めた。個別の総合 得点の検討をマニュアル

に記載されている基準で検討を行った。

結 果

（ )SRS‐2 総合 得点の比較

いわき市と静岡市の年長児各 名の総合 得

点の比較検討を行った。結果は，以下の通りであ

る。

‐ 総合 得点の比較（単位：％）

いわき市 静岡市

正常範囲内： 得点 以下

軽度の範囲： 得点 ‐ ２ ３
中度の範囲： 得点 － ５
重度の範囲： 得点 以上

重度の範囲に入る子どもは，いわき市が 名，

静岡市が７名で，いわき市の方が，重度の範囲に

入る子どもが多いことが確認された。そこで，重

度の範囲に入っている子どもの個人内差を検討し

た。

（ ）重度の範囲の年長児の個人内差の比較検討

個人内差の比較検討の結果，① タイプ：全て

の領域の 得点が 以上，② タイプ：「社会的

動機づけ」以外の領域の 得点が 以上，③

タイプ：「社会的気づき」「社会的動機づけ」以外

の領域の 得点が 以上，④ タイプ：「社会的

コミュニケーション」「興味の限局と反復行動」

の領域が 以上，⑤非定型： 得点が 以上の

領域がバラバラに出現している５つのタイプに分

類された。特徴として，いわき市は非定型のタイ

プが多く，静岡市は， タイプが多いことが確認

された。

考 察

日本語版 対人応答尺度を用いた調査から，

いわき市の保育者が日常の保育で感じているとお

り，「発達障害」の行動特徴を示している子どもが

多くいることが確認された。重度の範囲にいる子

どもの個人内差を検討した結果，いわき市の子ど

もは，発達障害の資質よりも，生活環境的な要因

が影響しているのではないかと推測された。
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両親の養育態度の不一致が子どもの自尊心に与える影響

○芝崎良典（四国大学） 芝崎美和（新見公立大学）

キーワード：養育態度，自尊心，発達

目 的 
ひとの発達に対し，養育者という要因が大

きな影響を与えていることはよく知られて

いる (e.g., Bornstein, 1995)。養育者は，お

おくの場合，養育行動を通して，子どもの人

格発達に大きな影響を与える。親の養育行動

に関する研究では，親が子どもをコントロー

ルしようという側面 (parental control) と，

親が子どもを支えようという側面 (parental 
support) のふたつがしばしばとりあげられ

る (Maccoby and Martin , 1983)。高校生を

対象とした調査では，両親の子どもを支えよ

うという行動が，子どもの学校適応感によい

影響を与えることがわかっている（谷井・上

地, 1994）。  
尾形 (1995) は，夫婦の養育方針が子ども

の発達に影響を及ぼすことを報告している。

尾形  (1995) は幼児期の子どもをもつ両親

に対して調査を行い，育児方針について夫婦

で話し合っていることが，子どもの発達によ

い影響を及ぼすとしている。このような夫婦

間の調和の影響は，青年期にも見られるであ

ろうか。本研究では，母親と父親との養育態

度の不一致の程度が，青年期の自尊心にどの

ような影響を与えるのかを検討することを

目的とする。  
 

方 法  
調査対象 大学生 110 名。  
測定尺度  
（１）Rosenberg (1968) の自尊心尺度の日

本語版（山本他, 1982）を用いた。 
（２）Parental Bonding Instrument の日本

語 版  Parental Bonding Instrument 
(Parker, Tupling, and Brown, 1979) の日本

語版 PBI（小川, 1991）を用いた。 
倫理的配慮，説明と同意 書類を用い研究の

目的，協力の自由，個人情報の保護などを伝

えた。 
 

結果と考察 
PBI 尺度の養護得点と過保護得点につい

て，母親と父親との間の相関係数を求めたと

ころ，すべて正の相関関係が得られた 
(Table 1）。しかし，最も高い相関係数の値

で.50 と，それほど母親と父親間の養護態度

の一致度は高いとは言えない。 
 
Table 1 母親と父親の養護得点と過干渉得点の

相関 
 母親の養護 母親の過干渉 
父親の養護 .50 ** .24  * 
父親の過干渉 .30 ** .48 ** 

( * p < .05, ** p < .01) 
 

次に，母親と父親との養育態度の不一致の

程度が青年の自尊心にどう影響しているか

調べるために，母親と父親の養護得点の差を

「養護の不一致度」，母親と父親の過干渉の

得点の差を「過干渉の不一致度」とし，両者

が自尊心にどう影響しているか，パス解析を

行った。結果，養護の不一致の程度が高いほ

ど，子どもの自尊心が低くなることがわかっ

た (p < .01)。一方，過干渉については，子

どもの自尊心との関連は見られなかった  
(p = .38)。今回の結果からは，家庭における

育児方針のうち，養護の側面については，母

親，父親間で一致させておくことが，子ども

の後の適応によい影響を与えるということ

が言えよう。 
 

Figure 1  養護と過干渉の不一致と子どもの 
自尊心との関係 
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